
 

 

 

         

 

 

生ごみ処理機器購入補助金 
   

生ごみ処理機器を購入し設置された方に対する補
助制度です。生ごみの減量化・資源化のため、積極的
に生ごみ処理機器をご購入いただき、当補助金を活用
してください。 

●補助対象者                                         

 生ごみ処理機器を購入し、設置した者（事業所は除く） 

 市内に住所を有し、居住していること 

 市税、納付金等を申請者及び世帯員が 

滞納していないこと 
 

●補助経費                                          

 購入経費の２分の１で、上限２万円（100 円未満の額は

切り捨て） ※予算がなくなり次第終了 

※庄原市では、新焼却施設整備に向け、家庭ごみ、特に生ごみの排

出削減を更に推進していきます。 

そこで、市民の皆さんのご家庭に生ごみ処理機器が普及するよう、

平成 29 年度から５年間（平成 34 年３月末まで）補助金の限度額を

1 万 6 千円から２万円まで引き上げています。 

●申請時に提出いただく書類                                  

 補助金交付申請書、同意書及び補助金の請求書  

※添付書類                       

・領収書（購入金額･年月日･氏名･機器･販売者名が記載 

してあること） 

・購入した商品の内容が分かるもの（カタログ等） 

・設置状況を写した写真 
 

●対象機器                                        

 
※一世帯につき１台を限度とする 

再生資源物回収報奨金 

    家庭から出されたごみのうち、再生利用が可能

な資源物の回収を実施する市内の団体に対し、 

  報奨金を交付する制度です。ごみの減量化と地域

環境の向上を図るため、集団回収を行う際は 

是非この制度をご活用いただき、地域の資金とし

てお役立てください。 

 ●交付対象団体                                                                           

 活動場所が市内にあること 

 構成員が５人以上であること 

 政治活動、宗教活動または営利活動を目的としな

い団体であること 

 資源の回収を自主的に行うこと 
 

    ●交付対象となる資源                                   

 古紙（新聞・ダンボール・雑誌類等） 
 布 
 ビン 
 缶（アルミ缶・スチール缶） 
 ペットボトル 

 

  ●交付金額                                        

   回収量１kg 当たり５円 
 

※報奨金の交付を受けるには、事前に団体の登録が必

要となります。次の必要書類を毎年度、集団回収開始

前に必ず届け出てください。 
 

 再生資源物回収実施団体届出書  

 再生資源物回収報奨金口座振込依頼書 

※添付書類                   

・回収した資源を集積する場所の付近地図 

・団体で定めた規約、会則等の写し   

※規約等がない場合  

⇒ 再生資源物回収実施団体構成員名簿 

       

      

 

 

 

 

 容 器 処理機 

種 

類 

処理容器（コンポスト） 電動処理機（乾燥） 

ミミズコンポスト 
電動処理機（バイオ） 

ＥＭ菌（微生物） 

No．1 

【連絡先】 

 

庄原市環境建設部 

環境政策課 

 

  容器     処理機   

申請等に必要な書類は、庄原市のホームページからダウンロードいただくか 

庄原市環境建設部環境政策課（庄原市是松町 20 番地 25（リサイクルプラザ内）） 
に用意しておりますので、ご利用、ご相談ください。 

 ごみの減量化にご協力ください ～各制度のご案内～ 

 



 

 

 

 

農林水産省が定める省令により、水田において農薬を使用するときは、『農薬 

が流出することを防止するために必要な措置を講じるよう努めなければならな 

い』とされています。 

 

 病害虫の防除や除草剤の散布など水田用農薬を使用する際は、農薬が 

河川などへ流れ出ないよう、次のことを守ってください。 

  また、代かきから田植期を中心に出る濁水も、流出を防ぐよう適正な水管理 

に留意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境標語（平成 29 年度環境啓発ﾎﾟｽﾀｰ・標語コンクール 優秀賞） 

ストップだ 今持っているゴミを見ろ 捨てていいのか 悪いのか  

庄原小学校  清水 菜月 

水田における農薬流出防止に努めましょう 

 

止水期間は一週間 

水田において農薬を使用するときは、「止水

期間を一週間程度」としてください。 

 

農薬飛散に注意を 

 農薬の散布時には、水路や周辺作物などに農薬

が飛散しないように注意してください。 

 

降水量が多いときは 

農薬散布前後の気象状況に十分注意を払

い、大雨などにより降水量が多くなるおそれ

がある場合には、農薬の使用を控えてくださ

い。 

 

畦畔の補修を 

ネズミやモグラ、アメリカザリガニなどの

穴により、畦畔から漏水している可能性があ

ります。 

濁水の流出防止の他、地温・水温や除草剤

効果の低下をもたらしますので、あぜ塗りに

より畦畔を補修するなどして、漏水を防ぎま

しょう。 

 

落水を減らす心がけを 

田植え前には作業をしやすくするために落

水するのが一般的ですが、代かき以降の水管

理に気を配り、田植え前の落水を出来るだけ

減らすよう心がけましょう。 

 

 

浅水代かき 

代かきは土塊が 7～8 割見える程度の浅水

状態で行いましょう。 

水量が抑えられるだけでなく、ワラの浮き

上がりを防止できるので、作業面でのメリッ

トもあります。 

 


